
京都大学文学部 

 

 

 

 

 

 

 

文学部 

 

 Ⅰ 教育水準 ........................................ 教育 1-2 

 

 Ⅱ 質の向上度 ........................................ 教育 1-4 

 

教育 1-1 



京都大学文学部 

I 教育水準（分析項目ごとの水準及び判断理由） 

 

1. 教育の実施体制 

 

期待される水準にある 

 

[判断理由] 

 「基本的組織の編成」については、学部内に人文学科を置いて６系を配置し、学部の教

育目的追求に必要な領域にわたる専修を設けており、大学設置基準に定める数を満たす専

任教員を研究科との兼任で配置して教育に当たっているなどの相応な取組を行っているこ

とから、期待される水準にあると判断される｡ 

 「教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制」については、学部としての性質上

必要な少人数教育を追求し、学生の意見を取り入れたカリキュラムの改善も行っている。

学生による授業評価の実施が遅れていることは問題であるが、系共通科目から授業評価の

実施を始めているなどの相応な取組を行っていることから、期待される水準にあると判断

される｡ 

 以上の点について、文学部の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、教育の実

施体制は、文学部が想定している関係者の「期待される水準にある」と判断される。 

 

 

2. 教育内容 

 

期待される水準にある 

 

[判断理由] 

 「教育課程の編成」については、入学時に専修を決定することなく、前期２年間は全学

共通科目の履修に重点を置いている。別添資料の共通科目シラバスから見る限り一部の共

通科目の内容が相当専門に傾斜しているとの懸念があるものの、専門教育を受ける以前に

幅広い教養を備えさせることを目的として教育課程を編成している。専修への分属に当た

っては、入学時、１年次、２年次それぞれの段階でガイダンスを行うとともに、学生の希

望が尊重される体制をとっている。また専門科目は、教員の研究活動を反映させ、多様な

形で教授されているなどの相応な取組を行っていることから、期待される水準にあると判

断される｡ 

 「学生や社会からの要請への対応」については、学生からの要請に対して、常設の第１

委員会が対応しており、学生自治会（学友会）との間で交渉の機会をもつなどして、要望

のうち実現できるものへの対処を行っている。外国の大学での修得単位の処理を含め、学
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生の単位修得に関する便宜をはかっている。社会からの要請に関しては、当該学部の教育・

研究の内容を社会に還元していくための工夫が十分であるとはいえないものの、学士入学

や聴講生制度を通じて相応の対応をとっているなどの相応な取組を行っていることから、

期待される水準にあると判断される｡ 

 以上の点について、文学部の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、教育内容

は、文学部が想定している関係者の「期待される水準にある」と判断される。 

 

 

3. 教育方法 

 

期待される水準にある 

 

[判断理由] 

 「授業形態の組合せと学習指導法の工夫」については、少人数教育を基本としつつ、多

様な授業形態がとられている。必ずしも詳細なシラバスといえないものの、各授業に関す

る紹介を作成し学生に配付されている。また教室への AV 機器の配置によって、視聴覚教育

への対応体制もとられているなどの相応な取組を行っていることから、期待される水準に

あると判断される｡ 

 「主体的な学習を促す取組」については、各専修の研究室に学生の自習を助けるための

機器等が置かれ、学部図書館も整備されている。各研究室で大学院学生が中心となる形で

の読書会・研究会活動を展開しているなどの相応な取組を行っていることから、期待され

る水準にあると判断される｡ 

 以上の点について、文学部の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、教育方法

は、文学部が想定している関係者の「期待される水準にある」と判断される。 

 

 

4. 学業の成果 

 

期待される水準にある 

 

[判断理由] 

 「学生が身に付けた学力や資質・能力」については、４年間で卒業しない学生が毎年３

割程度いることは望ましい状況とはいえないが、５年間で９割強が課程を修了している。

卒業論文については、Ｅ評価となっている論文が、多い年で８％にのぼることは問題であ

るが、おおむね水準に達している。また、学芸員や司書の資格を取得する学生も多いなど

の相応な成果があることから、期待される水準にあると判断される｡ 
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 「学業の成果に関する学生の評価」については、少人数形式の授業に関する学生の意見

聴取は各専修・教員単位で実施される一方、講義に関しては、平成 19 年度からアンケート

調査方式を導入しており、おおむね良好な結果が得られていることなどの相応な成果があ

ることから、期待される水準にあると判断される｡ 

 以上の点について、文学部の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、学業の成

果は、文学部が想定している関係者の「期待される水準にある」と判断される。 

 

 

5. 進路・就職の状況 

 

期待される水準を下回る 

 

[判断理由] 

 「卒業（修了）後の進路の状況」については、卒業生の就職・進学状況はおおむね良好

であり、就職先は当該学部の教育内容と関連するところが多いなどの相応な成果があるこ

とから、期待される水準にあると判断される｡ 

 「関係者からの評価」については、教員個人と関係者の接触が日常的に行われていると

はいえ、卒業生や卒業生の受入れ先の関係者の当該学部の教育に関する意見を本格的に聞

く具体的な試みを、卒業生を対象とする平成 14 年度のアンケート以外、これまで行ってい

ない。提出された現況調査表の内容では、文学部が想定している関係者の期待される水準

にあるとは言えないことから、期待される水準を下回ると判断される｡ 

 以上の点について、文学部の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、進路・就

職の状況は、文学部が想定している関係者の「期待される水準を下回る」と判断される。 

 

 

II 質の向上度 

 

1．質の向上度 

 

相応に改善、向上している 

 

当該組織から示された事例は２件であり、そのすべてが、「大きく改善、向上している、

または、高い質（水準）を維持している」または「相応に改善、向上している」と判断さ

れた。 

 


